
株式会社樽石

　書類作成の苦労はもちろん
取り付け工事でも、さまざまな
問題が発生したという。「コロ
ナ禍により部品調達が滞ったこ
とで、スケジュールが大幅に遅
延。期限内に事業を完了させる
ために通常業務との並行で作
業がひっ迫していました」と大
久保さん。冬の時期の北海道
は、ＬＰガスの供給のほか灯油
の供給作業も多忙を極める、さ
らに積雪などの影響により作
業の進行が妨げられるため、繁忙期の12月～１月に行われた工事により業
務がひっ迫。他のエリアとの大きな違いだと話す。また、事業完了までの期間
が短いため、事前に請求書発行システム等と連携を図ることができればさら
にスムーズに作業を進めることができたかもしれないなど、他の事業者の参
考になる例を挙げてくれた。

作業分担し進めた申請作業
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　小樽や余市、岩内エリアを管轄
している株式会社樽石は、昭和35
年からＬＰガス事業を開始。ＬＰガ
ス供給販売のほか燃料卸やガソ
リンスタンドなどさまざまな分野
で地域に密着した企業として知ら
れている。
　都度行われるメーカー主催の
勉強会でＬＰＷＡ通信システムを
知り、同社が抱えていた人員不足
による検針作業のひっ迫問題を
解決する効果的な手段と捉え、補
助金制度の後押しもあり導入を
図った。家庭用をメインに設置な
どの現場作業を上参郷光祐社長
が、申請業務を総務・経理部副部
長の大久保秀俊さんが担当した。
　「設置場所に関しては、遠方を
中心に現場の社員たちと話し合
い決めました」と上参郷社長。管
理については、保安面を考慮し管理センターからの連絡を各エリアの営業
所に届くよう設定。異常が出た際すぐに対応できるよう万全の体制を整えて
いる。

（北海道小樽市）
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　申請に当たりメーカーなどの
力添えは導入の前提で、さらに
「周辺事業者様も補助金申請を
進めているため、会合では導入
の話題が出ます。経営者の立場
で考えれば非常に効果の高い
システムですが、先行投資という
側面もあるので、事業として中長
期的な判断のうえで採用を検討
すべきではないかと考えていま
す」と上参郷社長は経営者とし
ての視点を話してくれた。「今後
は、配送などの部門でも活用を検討し、企業としてはシルバー認定事業者を
目指して地域の利用者の方々たちに安心・安全にご利用いただけるよう努め
ていきたい」

中長期的な経営で判断








